
  
奨学生の第一歩 全国各地でオリエンテーション開催

新学期の始まりとと

もに、新たな米山奨学生

たちが第一歩を踏み出

しました。全国各地で実

施されているオリエン

テーションの中から、今

回は第 2800 地区（山形）

の様子をご紹介します。 

4 月 5 日、山形市内のホテルにて、「2025 学年

度 米山奨学生オリエンテーション・カウンセラ

ー説明会」が開催されました。出席した奨学生

たちは、同地区の芳賀康雄ガバナーの挨拶の後、

確約書などの書類に署名をし、正式に米山奨学

生となりました。「米山奨学生・カウンセラース

ピーチ」では、奨学生たちが緊張しながらも自

らの夢、奨学生となった

喜び、今後の目標を発表。

また、新任のカウンセラ

ーたちからは、「他のロ

ータリー会員と協力し

ながら、温かく、そして

前向きな気持ちで奨学

生たちを支えていきたい」といった意気込みが

述べられました。 

最後に同地区米山学友会について、会長のド

アン ミン ハオさん（2022-23／山形西ＲＣ）か

ら活動を紹介。卒業後のつながりの大切さなど

について、先輩としての経験を伝えました。全

体を通じて奨学生とロータリー会員が和やかに

交流を深め、心温まる時間となったそうです。

博士号取得状況
2024-25 学年度に博士号取得の報告があった奨学生は 34 人、学友は 22

人、これまでの累計は 4,205 人となりました（5 月 13 日現在）。 

米山記念奨学会では、博士号を取得した奨学生・学友へお祝いの腕時

計を贈呈しています。裏ぶたに氏名を刻印した世界に一つだけの腕時計

です。クラブ会員の皆さまに成果を報告するため、原則としてクラブ例

会にて贈呈していただいており、それが学友との交流再開のきっかけに

なった、という報告をいただくことがあります。博士号を取得した奨学

生・学友がいましたら、当財団事務局へご報告ください。 
 
 
 

・ 奨学期間終了後の取得でも対象です 
・ お届け先は、原則として世話クラブです 
（納品まで約 2〜３週間かかります） 

寄付金速報 — 今年度も残り１カ月半 —
4月末までの寄付金

は前年同期と比べて

8.3％減（普通寄付

金:1.2％減、特別寄付

金:11.5％減）、約 1億

560 万円の減少とな

りました。4 月の寄付額では過去 5 年間で最も

多くのご寄付をいただきました。また、創立記

念寄付として 15 のクラブから計 205 万円の特

別寄付があり、回復の兆しも見えています。今

年度もあと 1 カ月半、引き続き当事業へご支援

を賜りますようよろしくお願いいたします。
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前年同期比 

普 -1.2%  特 - 11.5% 

-8.3％ 
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「学位記の写し」もしくは「学位取得証明書」と、当財団書式「博士号取得 
報告書」の 2 点を世話クラブから米山奨学会へメールや FAX などで送信 
（FAX:03-3578-8281／email: alumni@rotary-yoneyama.or.jp） 

申請方法 
文字盤の裏に氏名を刻印 



 
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：https://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 編集担当：長尾(ながお) 

自らの声で感謝と想いを伝える機会に
4 月 29 日、第 2790 地区クラブ・リーダーシ

ップ・ラーニングセミナーが千葉市内で開催さ

れ、同地区学友会副会長のグェン ビン ヌーさ

ん（2023-25／成田空港南ＲＣ）と現役奨学生の

イ トゥエン ビアさん（2024-26／千葉南ＲＣ）

が出席しました。ロータリー会員に向けて、米

山奨学生・学友として得られた学び、気づき、

そして学友会活動の意義や魅力を紹介する目的

で出席したそうです。 

当日は、実体験に基づき奨学生時代の経験を

発表。また、学友会活動の紹介として、2025 年

1 月にベトナム・ダクラク省にあるレ ホン フ

ォン小学校で行った「ＩＴ教室支援プロジェク

ト」について紹介。ヌーさんの世話クラブであ

る成田空港南ＲＣの協力を受け、現地の子ども

たちの学習環境の改善を目的に、コンピュータ

ーやモニターなどを寄贈した奉仕活動とその成

果を発表しました。その他、学友会活動を通し

て得た経験や学びを後輩たちに伝え、ロータリ

ーの奉仕の精神を未来へつなげていきたい、と

いう想いを語りました。発表後、「自分も留学の

経験があって、当時の気持ちを思い出しました」

「本当に頑張っていますね」といった声をもら

い、直接ロータリー会員に自分の声で感謝や想

いを伝えるすばらしい機会になったそうです。 

ヌーさんは、「会員の皆さまからもお話を聞く

ことができ、互いの理解が深まりました。国籍

や世代が違っても、『誰かのために行動したい』

という気持ちは共通していて、大きな励みにな

りました。こうした機会を通じて、米山学友会

とロータリー会員のつながりが深まり、米山奨

学事業の価値がさらに高まっていくと信じてい

ます」と語りました。
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ベトナムの小学校へモニターを寄贈 

挨拶をするビアさん（中央）とヌーさん（右） 
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